
※市長の所信表明を６・７面に掲載しています。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。輝

か
し
い
平
成

年
の
新
春
を
迎
え
、
市

民
の
皆
様
方
の
ご
清
福
を
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年

月
、
議
長
に
就
任
し
て
以

来
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
責
任
を
果

た
す
た
め
、
及
ば
ず
な
が
ら
議
会
の
運
営
に

邁ま
い

進し
ん

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
る
も
の
と
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
を
迎
え

国
か
ら
地
方
へ
多
く
の
権
限
と
事
務
が
移
行

す
る
中
で
、
地
方
自
治
体
は
自
ら
の
責
任
と

決
定
に
基
づ
い
て
行
財
政
運
営
を
行
い
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
市
中
小

企
業
の
活
性
化
を
柱
と
し
た
経
済
対
策
を
は

じ
め
、
少
子
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
へ

の
取
組
み
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た

環
境
対
策
な
ど
、
社
会
や
時
代
が
要
請
す
る

行
政
運
営
を
的
確
か
つ
迅
速
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
中
核

市
東
大
阪
市
の
創
造
に
向
け
全
力
を
傾
注
す

べ
く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
、
市
議
会
に
対
し
一
層
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
が
ご
健
勝
で
幸

多
い
一
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
昨
年
の
選
挙
か
ら
二
か
月
余

り
が
経
ち
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
熱
い
期
待

を
励
み
に
、今
ま
で
以
上
、
こ
の
ま
ち
に
住

ん
で
よ
か
っ
た

と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
市
議
会
の
皆
様
と
真
剣
な
議
論
を
重

ね
、
行
政
職
員
の
先
頭
に
立
っ
て
四
年
間
の

市
政
運
営
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

２
０
０
０
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括
の
施

行
以
来
、
地
方
自
治
体
に
は

自
立
性

自

主
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
ま
さ
に
、
都
市
間
競
争
の
社
会
潮
流
の

中
で
、
東
大
阪
市
が
発
展
す
る
た
め
に
先
見

性
を
も
っ
て
、
し
っ
か
り
と
市
政
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

本
年
は
、
新
消
防
庁
舎
が
防
災
拠
点
の
核

と
し
て
完
成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

皆
様
が
永
ら
く
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
た
市
内

南
北
を
走
る
城
東
貨
物
線
が

お
お
さ
か
東

線

と
し
て
客
車
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に

誰
も
が
安
全
で
、安
心
し
て
、暮

ら
し
や
す
い
市
民
生
活
の
実
現
の
た
め
、東

大
阪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

民
力
、政
治
力
、行
政

力

を
結
集
し
て
、

活
力
あ
る
東
大
阪
の

再
生

へ
力
強
く
邁ま
い

進し
ん

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
政
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市長 野田義和議長 浅川健造

※１月のみ 日号はありません。

活力ある東大阪の未来



現
在
、
老
人
保
健
制
度
に
よ

り
医
療
を
受
け
て
い
る
方
（
障

害
認
定
適
用
者
を
含
む
）
は
、

平
成

年
４
月
１
日
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

以
下
後
期
高

齢

の
施
行
と
同
時
に
、
自
動

的
に
被
保
険
者
資
格
を
取
得
し

ま
す
。
な
お
、
本
人
に
よ
る
制

度
移
行
の
た
め
の
手
続
き
は
不

要
で
す
。

制
度
施
行
後
は
、

歳
に
な

っ
た
日
（

歳
の
方
で
一

定
の
障
害
が
あ
る
方
は
、
申
請

に
よ
り
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

以
下
広
域
連

合

が
認
定
し
た
と
き
）
か
ら

資
格
を
取
得
し
ま
す
。

障
害
認
定
の
適
用
者
は

広
域
連
合
に
よ
り
一
定
の
障

害
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た

歳
の
方
に
つ
い
て
は
、
後
期

高
齢
の
被
保
険
者
認
定
の
申
請

を
撤
回
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
こ
の
場
合
、
撤
回
届
の
提

出
が
必
要
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、
老
人
保
健
制
度
に
よ

り
障
害
認
定
の
適
用
を
受
け
て

い
る
方
は
、
平
成

年
４
月
１

日
か
ら
資
格
を
取
得
（
み
な
し

規
定
）
し
ま
す
が
、
３
月
末
ま

で
に
、

後
期
高
齢
の
障
害
認

定
者
へ
の
み
な
し
規
定
の
撤
回

届

を
提
出
し
た
場
合
は
、
後

期
高
齢
に
は
移
行
し
ま
せ
ん
。

現
在
、
障
害
認
定
適
用
者
で

平
成

年
４
月

日
時
点
で

歳
未
満
の
方
に

後
期
高
齢
の

障
害
認
定
者
へ
の
み
な
し
規
定

の
撤
回
届

を

月
下
旬
に
発

送
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
額
は

ど
れ
く
ら
い
？

後
期
高
齢
で
は
、
被
保
険
者

一
人
ひ
と
り
に
保
険
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
全

員
に
等
し
く
課
さ
れ
る

均
等

割
額

と
、
所
得
に
応
じ
て
課

さ
れ
る

所
得
割
額

の
合
計

額
で
決
ま
り
ま
す
。

保
険
料
額
は
、
年
度
ご
と
に

被
保
険
者
の
所
得
情
報
な
ど
を

も
と
に
広
域
連
合
が
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
保
険
料
額
の
賦
課

限
度
額
は
、
五
十
万
円
（
年
額
）

で
す
。

大
阪
府
で
は
、
均
等
割
額
を

四
万
七
千
四
百
十
五
円
（
年

額
）
、
所
得
割
額
を
決
め
る
所

得
割
率
を
八
・
六
八

と
決
定

し
ま
し
た
。

所
得
割
額
の
計
算
は
次
の
と

お
り
で
す
。

所
得
割
額

基
礎
控
除
後
の

総
所
得
金
額
等
×
八
・
六
八

保
険
料
の
軽
減
は
？

【
所
得
の
低
い
方
に
対
す
る

軽
減
措
置
】

所
得
の
低
い
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
は
、

均
等
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
の
割
合
は
、
同
一
世
帯

内
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
等
を
も
と
に
次

の
基
準
に
よ
り
判
定
さ
れ
ま

す
。◇

世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被

保
険
者
と
世
帯
主
）
の
総
所
得

金
額
・
軽
減
割
合

基
礎
控

除
額
（

万
円
）
を
超
え
な
い

七
割

基
礎
控
除
額
（

万
円
）
＋

万
５
千
円
×
被
保

険
者
数
（
被
保
険
者
で
あ
る
世

帯
主
を
除
く
）
を
超
え
な
い

五
割

基
礎
控
除
額
（

万

円
）
＋

万
円
×
被
保
険
者
数

を
超
え
な
い

二
割

【
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

に
対
す
る
軽
減
】

後
期
高
齢
の
被
保
険
者
資
格

を
取
得
す
る
日
の
前
日
に
、
被

用
者
保
険
（
政
府
管
掌
健
康
保

険
や
企
業
の
健
康
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
）
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
方
は
、
資
格
取
得
し
た
日

の
属
す
る
月
以
降
二
年
間
は
、

１
月
の
休
日
・
夜
間
納
付
相

談
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

（
来
所
相
談
の
み
）
。
保
険
料

決
定
通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
、

通
知
書
番
号
の
わ
か
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

休
日

１
月

日

、

日

午
前

時

午
後
４
時

夜
間

１
月

日

日

午
後
５
時

分

８
時

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

国
民

健
康
保
険
室
保
険
料
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
６
８
、

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

申
請
に
よ
り
給
付

海
外
旅
行
中
の
治
療

海
外
旅
行
中
に
病
気
や
ケ
ガ

の
治
療
を
受
け
た
と
き
は
、
現

地
で
は
全
額
自
己
負
担
で
す

が
、
申
請
に
よ
り
療
養
費
の
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。申

請
の
手
続
き
は
、
診
療
内

容
明
細
書
、領
収
明
細
書（
以
上

二
つ
が
外
国
語
で
書
か
れ
て
い

る
場
合
は
日
本
語
の
翻
訳
文
が

必
要
）
、
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、

振
込
口
座
番
号
・
支
店
名
（
郵

便
局
を
除
く
）を
持
っ
て
、国
保

管
理
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
国
内
で
の
保
険
診
療

を
標
準
と
し
た
金
額
（
実
際
の

金
額
が
低
い
と
き
は
実
費
額
）

か
ら
、
一
部
負
担
金
を
差
し
引

い
た
額
を
払
い
戻
し
ま
す
の
で
、

支
払
っ
た
額
の
七
割
よ
り
も
少

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
通
知
を
送
付

１
月
末
ご
ろ
に
医
療
費
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

今
回
は
平
成

年
８
月
と
９

月
の
診
療
（
請
求
）
分
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
に
医
療
費
の
実
情

の
理
解
と
、
健
康
に
対
す
る
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
年
六
回
送
付
し
て
い
ま

す
。

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
４

所
得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、
均
等

割
額
に
つ
い
て
も
五
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

さ
ら
に
制
度
発
足
時
の
特
例

と
し
て
、
平
成

年
４
月
か
ら

９
月
ま
で
は
保
険
料
の
負
担
を

な
く
し
、

月
か
ら
平
成

年

３
月
ま
で
は
均
等
割
額
に
つ
い

て
九
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方
は
？

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年

金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
と
な
ら
な
い
方

（
年
金
額
が
年
額
十
八
万
円
未

満
の
方
な
ど
）
は
、
各
市
町
村

が
定
め
る
納
期
に
納
入
通
知
書

（
納
付
書
）や
口
座
振
替
等
で
納

め
る
普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

大
阪
府
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
２
８
、

０
６（
４
７
９
０
）２
０
３
０

医
療
助
成
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
６
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

※所得割額・均等割額に１円未満の端数は切り捨て。
※国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公的年
金等控除を受けた 歳以上の方については、公的年金等
に係る所得金額から 万円を控除することができます。

※基礎控除額等の数値については、今後の税法改正等によ
って変動することがあります。

保険料額の例
単身世帯の場合

後期高齢者夫婦二人世帯の場合
世帯主が夫または妻の場合

年 金 収 入 額 万円 万円 万円 万円
所得割額（円） ０
均等割の軽減割合 ７割軽減 ２割軽減
軽減後の均
等 割 額（円）
保険料額（円）

＋

年 金 収 入 額
夫 万円 万円 万円 万円
妻 万円 万円 万円 万円

所得割額（円）
夫 ０
妻 ０ ０ ０ ０

均等割の軽減割合 ７割軽減 ５割軽減 ２割軽減
軽減後の均
等割額（円）

夫
妻

保険料世帯額（円）
＋

市
政
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い

の
広
場

の
掲
載
申
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

受
付
は
１
月
７
日

か
ら

日

ま
で
で
す
。
期
間
以

外
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
掲
載
内
容

趣
味
の
ク

ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
会

員
募
集
や
、
定
期
的
な
会
合

（
月
例
会
な
ど
）
の
案
内

◇
掲
載
号

２
月

日
号

◇
申
込
方
法

広
報
課
に

あ
る
掲
載
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
受
付
期
間
内

に
持
参
（
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

で
も
可
）

※
申
込
書
は
フ
ァ
ク
ス
請

求
も
可
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

※
掲
載
前
の
内
容
確
認
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
先

〒

・
８
５
２
１
市
役
所
広
報
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

０
２
、

０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
２
１

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

広告



東
大
阪
市
で

投
票
で
き
る
方

昭
和

年
１
月

日
ま
で
に

生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成

年

月
９
日
ま
で
に
東
大
阪

市
内
に
住
所
（
住
民
届
を
し
て

い
る
こ
と
）
が
あ
り
、
引
き
続

き
住
ん
で
い
る
方
で
す
。

【
市
内
で
転
居
し
た
方
】

東
大
阪
市
内
で
住
所
を
変
え

た
方
の
う
ち
、
平
成

年

月

日
ま
で
に
転
居
届
を
し
た
方

は
新
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

月

日
以
後
に
転
居
届
け

を
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投

票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

【
大
阪
府
内
で
転
居
し
た
方
】

東
大
阪
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成

年

月

日
以
降
に
大
阪
府

内
の
市
区
町
村
に
住
所
異
動

（
府
内
の
市
町
村
間
で
一
回
に

限
る
）
を
し
た
方
は
、
東
大
阪

市
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
最
寄
り
の
市
区
町

村
が
発
行
す
る

引
き
続
き
大

阪
府
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書

が
必
要
で
す
。

府
内
で
投
票
で
き
る
方

府
内
（
東
大
阪
市
外
）
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成

年

月

日
以

降
に
大
阪
府
内
の
市
区
町
村
か

ら
東
大
阪
市
に
転
入
届
を
し
、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方
で
、

前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
前
住
所

地
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
も
、
最
寄
り
の
市

区
町
村
発
行
の

引
き
続
き
大

阪
府
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書

が
必
要
で
す
。

府
外
へ
転
出
し
た
方

期
日
前
投
票
日
ま
た
は
投
票

日
ま
で
に
府
外
に
転
出
し
た
方

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
郵

便
で
各
家
庭
に
送
付
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
入

し
て
あ
る
投
票
所
を
よ
く
確
か

め
、
間
違
っ
た
場
所
に
行
か
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
に
届
か
な
か
っ
た
り
紛

失
し
た
り
し
て
も
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
そ

の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
投
票
所
入
場
整
理
券
を

持
参
し
た
方
に
も
、
選
挙
人
名

簿
と
の
対
照
に
間
違
い
が
生
じ

な
い
よ
う
氏
名
を
確
認
し
ま
す

の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
公
報
の
配
布

各
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た

選
挙
公
報

を
、
１

月

日

ま
で
に
各
家
庭
に
配

布
し
ま
す
。届
か
な
い
と
き
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
届
け

し
ま
す
。
な
お
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
も
備
え
置
き
ま
す
。

ま
た

点
字
版
選
挙
公
報

を
希
望
者
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
選
挙

が
あ
る
た
び
に
送
付
し
ま
す
。

投

票

の

注

意

【
投
票
時
間
】

投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

【
投
票
用
紙
】

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の

氏
名
を
は
っ
き
り
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
氏
名
以
外
に
雑
事
や

記
号
な
ど
を
記
入
す
る
と
無
効

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
代
理
投
票
】

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は

代
理
投
票

が
で

き
ま
す
。
投
票
所
受
付
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密

は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

【
点
字
投
票
】

目
の
不
自
由
な
方
は

点
字

投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
受

付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
に
は

点
字
の
候
補

者
名
簿

を
備
え
て
い
ま
す
。

【
手
話
通
訳
者
の
派
遣
】

投
票
日
に
投
票
所
に
お
い
て

手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、
事

前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
手
話
通
訳
者

を
派
遣
し
ま
す
。

期

日

前

投

票

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
行
楽

な
ど
の
た
め
、
投
票
所
に
行
っ

て
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

届
い
て
い
れ
ば
入
場
整
理
券

を
持
っ
て
、
表

の
期
日
前
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所
で
は
、

宣

誓
書

に
住
所
、
氏
名
、
当
日

投
票
所
に
行
け
な
い
理
由
な
ど

を
記
入
す
る
だ
け
で
簡
単
に
投

票
が
で
き
、印
鑑
は
不
要
で
す
。

指
定
病
院

施
設
で
の

不

在

者

投

票

表

の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
ま
た
は
入
所
し
、

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
市
外
の
施

設
で
も
、
指
定
施
設
で
あ
れ
ば

投
票
が
で
き
ま
す
。

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
を
持
ち
、
さ
ら
に
要
件
を

満
た
す
方
に
限
り
、

郵
便
等

に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き

ま
す
（
点
字
投
票
は
郵
便
で
は

で
き
ま
せ
ん
）。

前
も
っ
て

郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
が
必
要
な
た
め
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
請
求
期
限
は
１
月

日

午
後
５
時
で
す
。
ほ
か
に
も
代

理
人
が
投
票
用
紙
に
記
入
す
る

代
理
記
載
制
度
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
滞
在
地
で
の
不
在
者

投
票
も
で
き
ま
す
の
で
、
要
件

な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇

選
挙
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
選
挙
当
日
に
は
、
投

・
開
票
速
報
も
掲
載
し
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
先

選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

０
６（
４
３

０
９
）
３
２
８
８
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
９

表 不在者投票指定施設名一覧（ 音順）
ア ー バ ン ケ ア た ち ば な の 里
アーバンケア稲田 玉 串 す み れ 苑
アーバンケア島之内 玉 美 苑
アーバンケア御厨 長 田 の 里
ア ミ ー ユ 新 石 切 な る か わ 苑
アミーユ東大阪日下 南 荘 の 郷
ア ン パ ス 東 大 阪 布 市 福 寿 苑
イ ー ス タ ン ビ ラ 花 園 病 院
池 田 病 院 ビ オ ス の 丘
石 き り 東 大 阪 生 協 病 院
石 切 生 喜 病 院 東 大 阪 山 路 病 院
ヴ ァ ン ベ ー ル 東大阪養護老人ホーム
ヴェルディ八戸ノ里 東 長 原 病 院
河 内 総 合 病 院 向 日 葵
き ず り 逢 花 苑 枚 岡 の 里
喜 馬 病 院 枚 岡 病 院
救護施設フローラ 福 寿 苑
ケアハウス喜里川 ベ ル フ ラ ワ ー
ケアハウス春光園 牧 野 病 院
ケアハウスノーブル みと介護老人保健施設
ケアハウスひらおか み と 中 央 病 院
恵 生 会 病 院 み の わ の 里
鴻 の 里 恵 の 里
小 阪 産 病 院 メ ル テ ル ホ ー ム
小 阪 病 院 八 戸 の 里 病 院
阪 本 病 院 レーベンズポルト
四 条 の 家 六 万 寺 園
春 光 園 サンホーム
市 立 総 合 病 院 若 草 第 一 病 院
千 寿 園 和 久 田 苑
竹 井 病 院 渡 辺 病 院

表 不在者投票指定施設名一覧（ 音順）※住んでいる市内の地域に関係なく、
どの投票所でも投票できます。

表 期日前投票所

期
間

１
月

日日

１
月

日

日

場
所

東
大
阪
市
役
所
一

階
多
目
的
ホ
ー
ル

（
荒
本
駅
北
西
へ

約
四
百

）

旭
町
庁
舎
三
階
会

議
室
（
瓢

山
駅

北
へ
約
七
百

）

文
化
会
館
一
階
中

公
民
館
会
議
室
一

（
若
江
岩
田
駅
北

東
へ
約
九
百

）

市
民
会
館
一
階
展

示
室
（
永
和
駅
南

東
へ
す
ぐ
）

時
間

午
前
８
時

分

午
後
８
時

対
象

全
有
権
者

表 期日前投票所

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 第 号 平成 年 月 日

１
月

日

は
、
大
阪
府
知

事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
府

政
に
生
か
す
た
め
に
も
、
必
ず

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

広告



ところ

行事
東保健センター 中保健センター 西保健センター

一般健康相談（有料）
クラミジア 梅毒 エイ
ズ検査（一部有料）
型肝炎抗体検査

風しん抗体検査（有料）

日
９

９、 日
９

日
９

こころの健康相談（予約
制）〈アルコール依存症
認知症の相談を含む

第２ ４月曜日
第３ ５水 木曜日

第２ ４火 水曜日
第２金曜日

第３火曜日
第２ ３ ４水曜日

結核相談
日 、 日 ７、 日

骨密度測定（予約制で、
対象は 歳以上）

日 ９ 日 ９

電話健康相談 月曜日 金曜日 ９ （昼休みを除く）

４か月児健康診査
〈 年９月生まれ
※個別に通知しています。

８、 日
８、 、 日

９ 開始
日（北部）

９ 開始

９、 、 日

１歳６か月児健康診査
〈 年６月生まれ
（幼児用歯ブラシ持参）
※個別に通知しています。

、 日
、 日 開始

（北部は来月）

、 日

３歳６か月児健康診査
〈 年７月生まれ
※個別に通知しています。

、 日
、 日 開始

９日（北部）〈６月１日
７月 日 開始

８、 日

か月児むし歯予測検査
〈 年１月生まれ（予約制）

日 日 ７日

離乳食講習会 日 開始 日

乳幼児健康相談 ７日 日 ９ 日 ９

接種
〈３か月 ６か月未満児

８、 日
８、 、 日
日（北部）

９

９、 、 日

マタニティクラス
８、 、 、 日

太字は有料です（検査内容によって金額が異なりますので、くわしくはお問い合わせください）。
飼えなくなった犬・猫の引取りは、保健センターでは行っていません。くわしくは動物指導センタ

ー（ （ ） ）まで。 一般健康相談を事業所などの団体で受けられるときは、前もって連絡
してください。 （北部）は、盾津鴻池公民分館分室です。 車での来場はご遠慮ください。

ところ

行事
東保健センター 中保健センター 西保健センター

一般健康相談（有料）
クラミジア 梅毒 エイ
ズ検査（一部有料）
型肝炎抗体検査

風しん抗体検査（有料）

こころの健康相談（予約
制）〈アルコール依存症
認知症の相談を含む

結核相談

骨密度測定（予約制で、
対象は 歳以上）

電話健康相談

４か月児健康診査
〈 年９月生まれ
※個別に通知しています。

１歳６か月児健康診査
〈 年６月生まれ
（幼児用歯ブラシ持参）
※個別に通知しています。

３歳６か月児健康診査
〈 年７月生まれ
※個別に通知しています。

か月児むし歯予測検査
〈 年１月生まれ（予約制）

離乳食講習会

乳幼児健康相談

接種
〈３か月 ６か月未満児

マタニティクラス

検 査 の 種 類 費 用 受付日・時間 受付場所

検便

（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌 ）
円 ８、 日

９
環
境
衛
生
検
査

セ

ン

タ

ー

０
６（
６
７
８
８
）４
４
８
３

０
６（
６
７
８
８
）２
０
６
４

寄生虫卵検査

（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）
各 円 ８、 日

水道法にもとづく 予約制 （ ）
飲用水水質検査 （ ）

平常項目 円

全項目 円
８日

検 査 の 種 類 費 用 受付日・時間 受付場所

検便

（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌 ）

寄生虫卵検査

（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）

水道法にもとづく 予約制 （ ）
飲用水水質検査 （ ）

活動的な 歳をめざす

昼食交流会

とき １月 日 午前 時 分 午
後２時 分 内容 調理実習 旬の食材
を食べて元気の輪を広げよう 、健康学
習 皮ふの健康管理 対象・定員
歳以上の独居（昼間独居）または高齢者
世帯の方・ 人（申込先着順） 費用
円 ※動きやすい服装で、エプロン、

手ふき、筆記用具を持参。
■ところ・申込・問合先 東保健セン

ター

早期のがんも発見

乳がん（マンモグラフィ）検診

【東保健センター】
とき １月 日 午前９時 分

時 分 ところ 東保健センター 定員
人（申込先着順）
【中保健センター】
とき １月 日 ☆呼出は午前９時
と午後１時 ところ 中保健センター
定員 午前、午後各 人（申込先着順）
【西保健センター】
とき ２月 日 午前９時 正午
ところ 市民会館 申込開始日 １月
日 午前９時から ※申込先着順。

◇ ◇
対象 歳以上の女性で、平成 年４
月１日現在、偶数年齢の方 費用
円 ※個別検診は恵生会病院（ ・
・ ）、森本記念クリニック（ ・
・ ）、池田病院（ ・ ・ ）、
東大阪生協病院（ ・ ・ ）で行っ
ています。
■申込・問合先 東・中・西保健セン
ター

肺がん・結核エックス線検診

とき・ところ １月９日 午前
時 時、午後１時 ２時 分 東保健
センター 日 午前９時 分
時 分 中保健センター 日 午
前９時 分 時 西保健センター 対
象 結核検診 市内在住の 歳以上の
方 肺がん検診 市内在住の 歳以上
の方
■申込・問合先 東・中・西保健セン

ター

難病講演会

とき １月 日 午後２時 ４時
（受付は 分前から） ところ 保健所
内容 講演 特発性大腿骨頭壊死の病態
と治療について 関西労災病院医師
大園健二さん
■申込・問合先 健康づくり課

（ ） 、 （ ）

プレパパ・プレママの会

プレパパ・プレママ仲間をつくるチャ
ンスです。２人で子育てを楽しむヒント
の講話とお風呂の入れ方を体験します。
とき １月 日 午後１時 分から
対象 妊婦とそのパートナー
■ところ・申込・問合先 東保健セン
ター

市では、今後市の男女共同参画に関
する施策に参画・協力していただくこ
とを目的に、全国規模で行われる大会
や研修などに市民を派遣する 男女共
同参画助成事業 を行っています。
今年度は、全国自治体の最新事例を

学ぶ 日本女性会議 と、行政担当者
と研究討議する 男女共同参画全国都
市会議 の２大会に８人が参加。大会
で学び感じたことなどについて、報告
会を行います。
また、イコーラム（男女共同参画セ

ンター）に登録する市民団体の交流会
も合わせて行います。
男女共同参画社会の実現に向け、活

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

動を行う方々の体験を一度に聞くチャ
ンスです。市民活動に関心がある方も、
ぜひお越しください。
とき・内容 １月 日 午後１
時 分 ２時 分 男女共同参画助成
事業の報告会 午後２時 分 ４時
分 イコーラムの登録団体交流会

定員 人（当日先着順） ※１歳６か
月 就学前幼児の保育あり。２時間
円で以降 分ごとに 円、最長３時
間。定員８人で１月 日 までに要予
約。
■ところ・問合先 イコーラム
（ ） 、 （ ）

広告 広告



男の食と健康講座

とき １月 日 午後１時 ４時
日 午前 時 分 午後２時

日 午前 時 分 午後２時 内容
講話と実習 楽しく身体を動かそう 、
調理実習 家庭料理にチャレンジ など
対象・定員 男性・ 人（申込先着順）
費用 円 ※エプロン、手ふき、
筆記用具を持参。
■ところ・申込・問合先 中保健セン

ター

健康相談

【東保健センター】
とき・ところ １月７日 東保健
センター ９日 ゆうゆうプラザ
（日下） 日 縄手南公民分館
☆いずれも午前 時 時
【中保健センター】
とき １月 日 午前９時 分

時 分 ところ 中保健センター
【西保健センター】
とき・ところ １月 日 午前９
時 分 時 分 西保健センター（乳
幼児のみ） 日 午前 時 時
はすの広場（近江堂） 日 午
前 時 時 ももの広場（楠根・乳幼
児のみ） 日 午後１時 分 ３
時 大 公民分館 日 午後１時
分 ３時 春宮住宅北集会所（乳幼児
のみ） ２月１日 午前９時 分
時 分 西保健センター（乳幼児のみ）
◇ ◇

内容 乳幼児 身体計測、育児相談
など 老成人 血圧測定、検尿など
■問合先 東・中・西保健センター

総合ネズミ駆除運動期間
この機会に駆除を

１月 日 から２月 日 までは 総
合ネズミ駆除運動期間 です。ネズミは、
食中毒や感染症の病原体を運び、食物や
衣類、家具などに被害をおよぼします。
次のようにしてネズミが住めない環境
を作りましょう。
生ゴミなどえさになるものを放置し

ない 巣の材料になる紙くず、布きれ、
ビニール袋、枯れ葉などは整理・清掃す
る 巣を見つけたらすぐに取り除く
下水管や流しの排水溝などに金網を取
り付け、出入口や通路を防ぐ ネズミ
が出没する場所に粘着シートや殺そ剤を
置く（乳幼児やペットが誤飲しないよう
注意が必要）
■問合先 環境薬務課 （ ）
、 （ ）

マタニティ歯科健診

歯科医師の健診と歯科衛生士のアドバ
イスなどを行います。 とき・ところ
１月 日 東保健センター 日
西保健センター ☆いずれも午後１

時 分から 対象 おおむね妊娠 週以
上の妊婦 定員 各 人（申込先着順）
■申込・問合先 東・西保健センター

冬は血液が不足します

献血にご協力を

とき・ところ １月 日 南都銀
行石切支店 日 鴻池グラナリー
コート前 日 菱江ショッピング
プラザホームセンターコーナン 日
長崎屋瓢 山店 ☆いずれも午前

時 午後４時 分で、昼の休憩時間は場
所によって異なります。 ※献血受付時
に本人確認を行います。
■問合先 地域健康企画課 （ ）
、 （ ）

話・笑・食教室

身体や顔、口を動かしてハツラツ人生
を送りませんか。 とき １月 日 ３
月５日の毎週水曜日 午前 時 時
分（計７日間） 対象・定員 おおむね
歳以上の方・ 人（申込先着順） ※
動きやすい服装で、手鏡を持参。
■ところ・申込・問合先 西保健セン

ター

アレルギー講演会

【最新版！花粉症の予防と対策】
とき・ところ・講師 １月 日 ・
西保健センター 大阪医科大学附属病院
医師 竹中洋さん ２月８日 ・中保
健センター 洛和会音羽病院医師 寺田
哲也さん 日 ・東保健センター
大阪医科大学附属病院医師 兵佐和子さ
ん 対象・定員 花粉症で悩んでいる方
など・各 人（申込先着順）
【アトピー・ぜん息について】
とき・ところ ２月 日 東保健
センター ３月６日 中保健センタ
ー 講師 河内総合病院医師 岡崎仁志
さん 対象・定員 アトピー ぜん息で
悩んでいる乳幼児とその保護者 各 組
（申込先着順）

◇ ◇
☆いずれも午後１時 分 ３時 分で

保育あり（１歳以上で申込先着各 人）
■申込・問合先 東・中・西保健セン
ター

今年も注意を！
ノロウイルス

ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食
中毒は冬場に多く発生します。
感染力は強く、ノロウイルスに汚染さ

れた食品からの感染や、患者の便や嘔吐
物から二次感染で広がることがありま
す。
１、２日の潜伏期間を経て嘔吐、下痢、

腹痛などの急性胃腸炎の症状が見られ、
微熱が出ることもあります。通常２、３
日で治まりますが、しばらくは便からウ
イルスの排泄が続くため、治ったと思っ
ても注意が必要です。
次のことに注意し、予防してくださ

い。
嘔吐物の処理やトイレの清掃には、

使い捨て手袋とマスクを着用し、漂白剤
で殺菌する（消毒用アルコールや逆性石
けん液は効果がありません）
帰宅後やトイレのあと、調理の前後、

食事の前には石けんで手を洗う
嘔吐や下痢など体調が悪いときはで

きるだけ食品に直接触れない
カキなどの二枚貝の調理は、使用し

た調理器具をよく洗浄し、熱湯または漂
白剤で殺菌する
生食用カキでもできるだけ加熱調理

する
■問合先 健康づくり課 （ ）
、 （ ） 食品衛生課
（ ） 、 （ ）

市民ふれあい祭り参加者募集 説明会を開催

朝食アイデアメニューコンテスト
入賞作品から、今回はバランスが良い
で賞の カンタン十五穀米ワンプレー
トごはん を紹介します。
なお各保健センターで、 月 日

から、入賞作品すべての作り方を収め
たレシピ集を先着順で配布します。
【カンタン十五穀米ワンプレートご

はんの作り方】
玉ねぎは粗みじん切りに、レタス

は手でちぎり、トマトはくし形に切る
フライパンに油をひき、豚ミンチ

をいためる。色が変われば玉ねぎを加
え、しんなりするまで炒める。砂糖、

しょうゆ、塩・コショウで味付ける
器に を入れ、ペーパータオルで

フライパンをさっとふく。油をひいて
目玉焼きを作る
皿にごはんを盛り、その上に を

のせ、さらに目玉焼きをのせる。横に
レタスとトマトを添える

材料（２人分） 十五穀米ごはん２
人分、豚ミンチ 、玉ねぎ（小）
１／３個、レタス１／４個、卵２個、ト
マト１／２個、しょうゆ大さじ１／３、
砂糖大さじ２、塩・コショウ少々、サ
ラダ油大さじ１

と き １月 日 午後２時から、午後７時から（どちらかに出席）
ところ 市民会館大集会室
※くわしくは、ふれあい祭りホームページ（ ）
をご覧ください。
■問合先 市民ふれあい祭り実行委員会 （ ） （ 兼用）

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 第 号 平成 年 月 日

しゃ わ た

アイデアメニューを紹介
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文字を大きく
住民票など各種証明書

住民票の写しや印鑑登録証明書などの
各種証明書の様式が変わりました。
枠を広げ文字を大きくするなど、見や

すくなっています。
■問合先 市民課 （ ） 、
（ ） 行政サービスセン

ター

創業資金融資の利子を補給

市内在住の方が市内で創業するため
に、平成 年４月１日から平成 年３月
日までに次の公的融資を受け、その約

定利子を支払っている場合、平成 年４
月１日から平成 年３月 日での１年間
に支払った利子の２分の１を補給しま
す。
公的融資の種類 国民生活金融公庫

の新規開業資金、女性、若者／シニア起
業家資金、新創業融資制度など 商工
組合中央金庫の新事業育成資金など
中小企業金融公庫の新事業育成資金など
大阪府制度融資の開業資金、経営革新

資金の一部 ※融資制度名は平成 年３
月 日現在。 申請期間 １月 日
日 ※国民生活金融公庫の貸付を受
けた方は お支払明細書 を、そのほか
は融資を受けたことが確認できる資料を
持参。
■申請書配布・申請・問合先 経済総

務課 （ ） 、 （ ）

東大阪アリーナのプール休館

１月６日 （午後１時まで）、 日 、
日 、 日 は、プールの一般利用は
できません。
■問合先 東大阪アリーナ （ ）
、 （ ）

市民美術センター

展示室・和室・茶室などを貸出

市民美術センターの施設利用の申込み
を受け付けます。 利用期間 ８月５日

月 日 （特別展などの期間を除
く） 施設 第１ ３展示室、和室、茶室、
会議室 ※会議室のみの利用は不可。
対象 美術、書道、工芸、文学、茶花道、
手芸などの発表・展示会 申込方法 ２
月１日 ７日 午前 時 午後５時に
直接（月曜日は休館） ※申込多数の場合
抽選。申込締切後に空き施設があるとき
は、３月１日 から受付（申込先着順）。
■申込・問合先 市民美術センター
（ ） 、 （ ）

戦没者の遺族に特別弔慰金
請求がまだの方は３月 日までに

戦没者などの死亡当時の遺族で、平成
年４月１日現在、公務扶助料、遺族年
金などを受け取る方がいない場合に、特
別弔慰金を支給します。対象の遺族でま
だ請求されていない方は、お問い合わせ
ください。 支給内容 額面 万円の
年償還の記名国債 請求期限 平成 年
３月 日 請求用紙配布・請求先 生
活福祉課、東・中・西福祉事務所
■問合先 生活福祉課 （ ）
、 （ ）

１月 日は 番の日

番は、事件、事故が起きたときの
緊急電話です。緊急時以外は相談ダイヤ
ル♯ を利用してください。
■問合先 布施警察署 （ ）

河内警察署 （ ）
枚岡警察署 （ ）

布施高等学校（定時制）

学校説明会

とき ２月１日 午後６時から ※
授業参観もできます。 対象 中学校卒
業または卒業予定の方（年齢は問いませ
ん）
■ところ・問合先 布施高等学校定時
制 （ ） 、 （ ）

所得税の確定申告説明会

平成 年分所得税の確定申告説明会を
開催します。個別の相談や申告の受付は
できません。 とき・対象 １月 日
午前 時 正午 給与所得や年金受給
者 午後２時 ４時 事業所得や不動
産所得者 ところ 市民会館市民ホール
※車での来場はご遠慮ください。
■問合先 東大阪税務署 （ ）
、 （ ）

おわびと訂正

市政だより 月 日号の５面でお知ら
せしました 人事行政の運営状況 の掲
載記事の中で、 採用・退職 と 職員
給与費 の表に誤りがありました。
おわびして訂正します。
【採用・退職の表】
退職者数 誤 人 正 人
【職員給与費の表】
職員手当 誤 万８千円

正 万２千円
計 誤 億 万２千円

正 億 万６千円
１人当たり給与費

誤 万１千円
正 万６千円

日下町丹波神社東
日
日

上石切町２・駅前公園
西石切町２・ダイアパレス横
横小路メイ・トーラス

日
日

東大阪養護老人ホーム
六万寺町桜井公民館南
上四条ウマハギ

日上四条町大池公園
新池島町２丁目
西石切町７・オーク新石切

日豊浦公民分館
シャルマンコーポ枚岡公園
善根寺町４・ 社宅

日
日

日下町４・マンハイム石切
日下町６・ 孔舎衙
盾津鴻池公民分館南

８日
日

府営東鴻池第二住宅
島之内・メープルコート
府営東大阪玉串住宅

日若江東町２・ライオンズマンション
玉串西団地集会所前
横枕・春光園

９日
日

高齢者サービスセンター
岩田町６・プレジデント東大阪

日
日

日
日

日

日

日
日

８日
日

日

９日
日

花園西町公園
日
日

イズミヤ若江岩田店
若江本町北公園
中鴻池町２・三島温泉前

日
日

楠風荘稲荷神社横
鴻池町・寺嶋公園
川中岡崎医院南

９日
日

加納アメリア集会所前
府営加納住宅集会所前
三ノ瀬公民分館

日
中小阪１・大和公園
八戸の里公園
近江堂行政サービスセンター
市営鷺島住宅集会所前

日
日

市営島町住宅
新喜多公園
金岡公園

８日
日

柏田公園
岸田堂南公園
西堤神社境内

日
日

川俣処理場東
府営稲田住宅
御厨天神社境内

日
日

新家西町第２公園
御厨東・五百石公園

日
日

日
日

９日
日

日

日
日

８日
日

日
日

日
日

■問合先 永和図書館 （ ） （ ）

今回の図書館おすすめの本は、懐か
しさのあまり手にとりたくなる本です。

東大阪今昔写真帖
石上敏 監修（郷土出版社）

布施や若江岩田の商店街、住宅地開
発中の石切町など、昔懐かしい東大阪
と現在の風景を対比写真で楽しめる写
真集です。
かつてにぎ

わった映画館
東劇 や高
架になる前の
八戸ノ里駅、
また敗戦時ま
であった盾津
飛行場など戦
前の写真も収
録。
まちの変遷だけでなく、生活風景な

ども掲載されています。
≪花園・旭町・永和図書館、大 分
室に所蔵≫
■問合先 花園図書館

１月５日 ７日

市立図書館を開館します

市政だより 月 日号で、市立図
書館の年末年始の休館を 月 日
から１月５日 までとお知らせしま
したが、年始の休館日を一部変更し
臨時開館します（分室は変更なし）。
臨時開館日 １月５日 、７日

午前 時 午後５時（６日 および
８日 以降は通常どおり開館）
※市内各所の図書返却ポストは、

１月５日 午後から使用できます。
■問合先 花園図書館

（ ） 、 （ ） 永
和図書館 （ ） 、
（ ） 旭町図書館
（ ） 、 （ ）

１月５日 ７日

市立図書館を開館します

市政だより 月 日号で、市立図
書館の年末年始の休館を 月 日
から１月５日 までとお知らせしま
したが、年始の休館日を一部変更し
臨時開館します（分室は変更なし）。
臨時開館日 １月５日 、７日

午前 時 午後５時（６日 および
８日 以降は通常どおり開館）
※市内各所の図書返却ポストは、

１月５日 午後から使用できます。
■問合先 花園図書館

（ ） 、 （ ） 永
和図書館 （ ） 、
（ ） 旭町図書館
（ ） 、 （ ）

１月５日 ７日

市立図書館を開館します

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

広告



今
年
小
学
校
に
入
学
す
る
子

ど
も
が
い
る
家
庭
に
は
、
就
学

通
知
書
を
１
月

日

に
届
く

よ
う
に
発
送
し
ま
す
。
届
い
た

通
知
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
期
限
ま
で
に
指
定
の
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
入
学
は
、
平
成

年
４
月

２
日
か
ら
平
成

年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
対

象
で
す
。

就
学
通
知
書
が
、
１
月

日

を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
と
き

は
至
急
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
中
学
校
の
就
学
通
知
書

は
１
月

日

に
発
送
し
ま
す
。

越
境
入
学
は
で
き
ま
せ
ん

通
学
区
域
は
、
す
べ
て
の
児

童
・
生
徒
に
教
育
を
受
け
る
権

利
を
保
障
す
る
た
め
に
、
学
校

規
模
、
通
学
の
距
離
、
地
域
的

つ
な
が
り
な
ど
を
考
え
て
決
め

て
い
ま
す
。

通
学
区
域
を
無
視
し
て
越
境

入
学
が
行
わ
れ
る
と
、
学
校
内

に
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ず
み
が
生

じ
、
教
育
効
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

通
学
区
域
を
無
視
し
て
入
学

す
る
越
境
入
学
を
な
く
す
た

め
、
施
設
や
設
備
、
教
職
員
の

配
置
な
ど
整
備
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。
越
境
入
学
防
止
に
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

◇

◇
連
絡
・
問
合
先

学
事
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
７
１
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
８

新
一
年
生
の
み
な
さ
ん
へ

就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

小学校入学前に

健康診断を

今
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
子
ど
も
の

就
学
前
の
健

康
診
断

を
、
次
の
と
お
り
市

内
の
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

こ
の
健
康
診
断
は
、
法
律
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務

や
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
結
果
に
よ
っ
て

入
学
す
る
学
校
を
指
定
す
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

１
月

日

森
河
内
、
枚
岡
東
、

上
四
条
、
孔
舎
衙
東

日

八
戸
の
里
、
長
堂
、
太
平

寺

日

藤
戸
、弥
刀
、

池
島
、
八
戸
の
里
東

日

成
和
、
玉
川
、
英
田
北
、

加
納
、
縄
手
南

２
月
１
日

弥
栄
、
玉
串
、
花
園
、
北

宮

４
日

西
堤
、楠
根
、

長
瀬
北
、
菱
屋
西

５
日

石
切
東
、
弥
刀
東
、
石
切
、

若
江

６
日

枚
岡
西
、

縄
手
、
長
瀬
西
、
高
井
田
東
、

高
井
田
西

７
日

英
田

南
、
岩
田
西
、
花
園
北
、
鴻
池

東
、
長
瀬
東

８
日

意

岐
部
東
、
玉
美
、
縄
手
東

日

上
小
阪
、
大

東
、

長
瀬
南

日

意
岐

部
、
楠
根
東
、
永
和

日

大

、
孔
舎
衙
、
小
阪

日

荒
川
、
三
ノ
瀬
、

柏
田
、
縄
手
北

◇
受
付
時
間

午
後
１
時

分

３
時

分

◇
健
診
時
間

午
後
２
時

３
時

分

◇
問
合
先

教
職
員
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
７
５
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
８

市
役
所
の
改
革
・
再
生

一
つ
に
は
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
、
市
民
に
身
近
な
、
市

民
に
役
立
つ
、
市
民
の
市
役
所

の
実
現
を
志
向
す
る
こ
と
で

す
。
二
つ
に
は
、
活
力
あ
る
東

大
阪
の
再
生

の
た
め
の
、
い

わ
ば
前
線
基
地
と
し
て
の
機
能

を
果
た
す
、
そ
う
い
う
市
役
所

に
改
革
し
再
生
す
る
こ
と
で
す
。

三
つ
に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

常
に
意
識
し
、
使
命
感
を
持
っ

て
行
動
す
る
職
員
を
一
人
で
も

増
や
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

学
校
と
教
育
の

改
革
・
再
生

一
つ
に
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
三
者
で
、
子
ど
も
自
身

の
育
ち
を
支
援
す
る

地
域
の

学
校

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
で
す
。二
つ
に
は
、
東
大

阪
市
の
子
ど
も
は
東
大
阪
市
で

育
て
る

そ
う
い
う
気
概
を
持

っ
て

東
大
阪
市
の
教
育

を

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
先
見
性
を
持

っ
て
、
粘
り
強
く
、
か
つ
計
画

的
に
、
教
育
環
境
の
整
備
お
よ

び
教
育
内
容
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
、
必
ず
実
現
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
改
革
・
再
生

子
ど
も
を
地
域
で
守
り
育

安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

防
災
、
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

を
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し

て
積
極
的
に
推
進
し
、
全
国
に

誇
れ
る
結
果
を
出
す
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

多
く
の
人
々
が
日
常
的
に
買

い
物
を
し
、集
い
、賑
わ
う
商
店

街
の
活
性
化
を
は
じ
め
と
し
て
、

市
民
が
市
内
各
所
で
楽
し
め
る

元
気
は
つ
ら
つ
便
利
な
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
と
し
て

人
間
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
、
す

べ
て
の
市
民
が
等
し
く
人
間
と

し
て
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
施
設

福
祉
か
ら
地
域
福
祉
へ
の
現
実

的
な
転
換
期
に
入
っ
た
現
在
、

福
祉
は
ま
ち
づ
く
り

の
考

え
方
が
こ
れ
か
ら
の
福
祉
政
策

の
基
本
的
な
方
向
で
あ
る
と
私

は
確
信
し
、子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
害
者
を
支
え
る
地
域
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

健
康
に
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

健
康
長
寿
を
実
現
す
る
こ
と

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体

的
に
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
と

同
時
に
、
社
会
全
体
と
し
て
も

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

健
康
ト
ラ
イ

を

指
針
と
し
、
予
防
重
視
型
社
会

を
め
ざ
し
ま
す
。

中
小
企
業
が
元
気
な

ま
ち
づ
く
り

本
市
の
中
小
企
業
は
、
高
度

で
有
機
的
な
分
業
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
非
常
に
技
術
力
の
高

い
製
品
を
生
み
出
し
て
い
る
こ

て
、
高
齢
者
の
生
活
を
地
域
で

支
え
、
障
害
者
が
地
域
で
あ
た

り
前
の
生
活
が
で
き
る
、
そ
の

よ
う
な
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
地
域
に
お
け
る
教
育

と
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
み

人
口
が
減
少
し
て
い
く
地
域
社

会
を
、
賑
わ
い
と
活
気
が
あ
ふ

れ
、
人
々
が
集
ま
り
、
同
時
に

落
ち
着
い
た
和
み
の
あ
る
活
力

あ
る
地
域
の
再
生
へ
と
転
換
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
づ
く
り
計
画
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
ま
ち

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

育
成
や
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
を
明

確
に
位
置
付
け
た

市
民
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り

の
仕
組
み

を
早
急
に
構
築
し
、
実
行
に
移

し
て
い
き
ま
す
。

と
で
全
国
に
名
を
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
高
い
技
術
力
と
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
市
内
中
小
企
業
が
生
産
の

高
付
加
価
値
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
図
れ
る
こ
と
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
産
業
技
術
支
援
セ

ン
タ
ー
の
充
実
と
あ
わ
せ
て
、

集
合
工
場
建
設
の
早
期
促
進
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、将
来
を
見
据
え
た
モ

ノ
づ
く
り
の
ま
ち
東
大
阪

を

全
国
発
信
し
て
い
く
た
め
、
住

工
混
在

か
ら
住
民
と
企
業
と

が
地
域
で
共
生
す
る

住
工
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

法
制
度
等
の
整
備
、
確
立
を
図

る
た
め
、
国
と
精
力
的
に
協
議

を
開
始
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

小
売
商
業
で
は
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
開
業
支
援
を
は
じ

め
、
消
費
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
魅
力
あ
る
店
舗
づ

く
り
や
駅
前
立
地
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
商
店
街
づ
く
り

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
学

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
商
店

街
・
小
売
市
場
の
交
流
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

残
さ
れ
た
課
題
の
解
決

上
下
水
道
庁
舎
の
再
検
討
、

地
域
の
力
に
よ
る
学
校
規
模
適

正
化
の
推
進
、
市
民
会
館
・
永

和
図
書
館
の
建
替
に
着
手
、
お

お
さ
か
東
線

長
瀬
駅
・
新

加
美
駅
間
の
新
駅
設
置
、
モ
ノ

レ
ー
ル
南
伸
の
推
進
、
一
般
職

非
常
勤
職
員
問
題
な
ど
、
こ
れ

ら
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
東
大

阪
市
の
未
来
を
展
望
す
る
中

で
、
英
知
を
出
し
合
い
、
よ
り

良
い
方
向
性
を
見
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最

後

に

活
力
あ
る
東
大
阪
市
の
再
生

に
向
け
、
今
、
再
生
東
大
阪
市

の
力
強
い
歩
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。私

の
好
き
な
言
葉
の
ひ
と
つ

に

上
善
如
水
（
上
善
水
の
如

し
）

が
あ
り
ま
す
。

水
に

学
ん
で
理
想
的
に
生
き
る
べ

し
と
言
う
意
味
で
す
が
、常
々

私
は
、
人
と
し
て
ま
た
政
治
家

と
し
て
、
水
の
特
徴
か
ら
学
び

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
は

き
わ
め
て
柔
軟
で
、
器
に
あ
わ

せ
て
形
を
変
え
、
少
し
も
逆
ら

わ
な
い
。
そ
し
て
低
い
所
、
低

い
所
へ
と
流
れ
て
い
き
な
が
ら

も
、
計
り
知
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
秘
め
て
い
て
、
急
流
と
も

な
れ
ば
巨
大
な
岩
石
を
も
打
ち

砕
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
何
よ
り

も
、
水
な
く
し
て
は
地
球
上
の

す
べ
て
の
生
命
は
生
き
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

東
大
阪
市
は
、
長
い
歴
史
の

中
で
、
水
の
圧
倒
的
な
破
壊
力

に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
先
人
た
ち
の
粘
り
強
い
取

組
み
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
困
難

を
克
服
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
市
政
の
最
高
責
任
者

と
し
て
、
本
市
の
先
人
た
ち
に

学
び
、
市
民
に
と
っ
て
、
東
大

阪
市
に
と
っ
て
、
最
良
の
舵
取

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
市
民
、
議
会
、
行
政

の
英
知
と
力
を
結
集
す
れ
ば
、

必
ず
再
生
東
大
阪
の
明
る
い
未

来
を
築
け
る
と
固
く
信
じ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、

活

力
あ
る
東
大
阪
の
再
生

に
、

先
見
性
、
粘
り
強
い
実
行
力
、

そ
し
て
無
私
の
心
を
も
っ
て
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
決

意
で
す
。

◇

◇

※
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
先

政
策
推
進
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
０
１
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
６

月７日、平成 年第４回月７日、平成 年第４回

定例議会で野田市長が、今後定例議会で野田市長が、今後

４年間の市政に取り組む基本４年間の市政に取り組む基本

市
政
の
停
滞
か
前
進
か
を
問

う
今
般
の
出
直
し
選
挙
で
、
市

政
の
停
滞
か
ら
活
力
あ
る
東
大

阪
の
再
生
を
選
択
さ
れ
た
市
民

か
ら
市
政
運
営
の
舵
取
り
を
委

ね
ら
れ
ま
し
た
。
早
い
も
の
で

一
か
月
余
り
が
経
ち
ま
す
が
、

今
も
市
民
の
熱
い
期
待
が
ひ
し

ひ
し
と
こ
の
身
に
迫
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
熱
い
期
待
を
か

け
が
え
の
な
い
励
み
と
し
、
市

議
会
と
も
真
摯
な
議
論
を
重

ね
、
行
政
職
員
の
先
頭
に
立
っ

て
、
四
年
間
の
市
政
運
営
に
全

力
を
注
ぐ
決
意
で
す
。

登
庁
初
日
、
さ
っ
そ
く
私
は

公
約
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
化
を
職

員
に
指
示
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

主
要
事
業
の
進
捗
状
況
を
は
じ

め
市
政
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
、
各
部
局
と
精
力
的
な
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
整
理
に

全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

長
き
に
わ
た
る
議
員
活
動

で
、
市
役
所
の
仕
事
を
お
お
む

ね
把
握
し
て
き
た
つ
も
り
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
教
育

・
福
祉
・
経
済
・
環
境
・
都
市

基
盤
の
整
備
な
ど
市
民
生
活
の

各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
理
解
し
、
同
時
に
、
こ

の
四
年
間
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
仕
事
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い

と
深
く
心
に
刻
み
込
み
ま
し

た
。ま

た
、
市
民
福
祉
の
増
進

と

ま
ち
づ
く
り

が
私
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
が

活
力
あ
る
東
大
阪
の

再
生

へ
の
重
要
な
道
筋
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
最

善
の
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
大
阪
府
お
よ
び

国
に
お
い
て
も
、
東
大
阪
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
市
長
と
し
て
率
直
に
問

題
提
起
を
行
う
と
と
も
に
、
地

方
の
自
立
に
不
可
欠
な
地
方
税

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
中

核
市
の
一
員
と
し
て
国
に
対
し

て
は
っ
き
り
と
主
張
し
て
い
き

ま
す
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
自
治

体
行
政
さ
ら
に
は
都
市
経
営
と

い
う
も
の
に
関
す
る
私
自
身
の

も
の
の
見
方
、
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
政

治
の
経
験
の
中
で
目
的
意
識
的

に
培
っ
て
き
ま
し
た
が
、
常
に

向
上
心
を
持
っ
て
厳
し
く
検
証

を
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
所
信
は
、
今
後
四
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
の
確
固
と
し

た
私
の
考
え
を
示
す
も
の
で

す
。

東
大
阪
市
の
未
来
を
市
民
と

と
も
に
見
据
え
て
い
く
中
で
、

よ
り
一
層
進
化
し
、
豊
か
に
な

っ
て
い
く
可
能
性
を
も
つ
も
の

で
す
。
ま
た
そ
う
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
力
・
政
治
力
・

行
政
力
の
結
集

市
民
の
パ
ワ
ー
に
依
拠
し
、

政
治
の
力
す
な
わ
ち
議
会
の
パ

ワ
ー
、
行
政
の
力
す
な
わ
ち
市

役
所
の
パ
ワ
ー
を
三
本
の
矢

の
た
と
え
の
ご
と
く
、

活
力

あ
る
東
大
阪
の
再
生

へ
方
向

を
一
つ
に
結
集
す
れ
ば
、
東
大

阪
市
は
名
誉
あ
る
リ
ー
ダ
ー
都

市
と
し
て
の
位
置
を
確
保
で
き

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

高
い
倫
理
性
の

保
持
・
徹
底

市
政
運
営
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
な
す
べ
き
こ
と
は
断
固
や

り
ぬ
き
、
な
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
断
固
拒
否
す
る
と
い
う

姿
勢
を
貫
き
、
市
政
運
営
に
お

け
る
高
い
倫
理
性
を
保
持
し
徹

底
し
ま
す
。

東
大
阪
の

未
来
を
見
据
え
る

東
大
阪
市
と
し
て
確
た
る
未

来
を
見
据
え
、
何
の
た
め
の
改

革
か
、
何
の
た
め
の
政
策
で
あ

り
施
策
で
あ
る
の
か
を
明
確
に

し
、
力
強
く
、
確
実
に
前
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
一
つ
に
は
、
市

民
、
企
業
、
大
学
、
議
会
、
行

政
の
英
知
を
集
め
る
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、
東
大

阪
の
未
来
へ
の
展
望
を
具
体
に

切
り
開
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
つ

に
は
、
直
接
、
市
民
の
提
案
を

公
募
す
る
な
ど
の
方
法
も
貴
重

と
考
え
て
い
ま
す
。三
つ
に
は
、

地
方
分
権
の
主
要
な
一
員
で
あ

る
中
核
市
東
大
阪
と
し
て
、
分

権
時
代
の
国
と
の
新
し
い
協
力

関
係
を
直
接
担
う
職
員
の
力
量

を
増
進
す
る
た
め
の
取
組
み
が

必
要
で
す
。

誰
も
が
、
安
全
で
、
安
心

し
て
、
暮
ら
し
や
す
い
市
民
生

活
を
実
現
す
る

た
め
、
住
民

自
治
と
団
体
自
治
と
い
う
地
方

自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、
次
の

五
点
を
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

と
し
て
い
き
ま
す
。

一
番
目
に
は
、
草
の
根
の
民

意
に
耳
を
傾
け
て
い
く
た
め
、

情
報
の
公
開
と
集
約
に
可
能
な

限
り
の
方
法
を
駆
使
し
ま
す
。

二
番
目
に
は
、
市
民
生
活
密

着
型
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
施
策
の
選
択
と
実
行
を

市
民
の
目
線
で
進
め
ま
す
。

三
番
目
に
は
、
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
害
者
を
大
切
に
す
る

た
め
、
共
に
支
え
合
い
、
共
に

生
活
す
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

四
番
目
に
は
、
商
店
街
が
賑

わ
い
、
モ
ノ
づ
く
り
が
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

生
活
が
便
利
で
、
活
気
溢
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

五
番
目
に
は
、
地
域
と
行
政

の
よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
め
ざ
す
た
め
、
市
民
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を

早
急
に
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

開
館
十
五
周
年
を
迎
え
た

花
園
図
書
館
で
、
記
念
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
で
は
、
絵
本

ワ
ニ

く
ん
シ
リ
ー
ズ

の
著
者
み

や
ざ
き
ひ
ろ
か
ず
さ
ん
が
、

創
作
ス
タ
イ
ル
や
絵
本
へ
の

思
い
を
語
り
ま
す
（
原
画
も

あ
わ
せ
て
展
示
）
。

ま
た
、
み
や
ざ
き
さ
ん
と

親
交
の
あ
る
市
内
在
住
の
音

楽
家
・
岩
井
ゆ
き
子
さ
ん

が
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
で

十
五
周
年
を
祝
い
ま
す
。

◇
と
き

１
月

日

午
後
１
時

分
か
ら

◇
定
員

八
十
人
（
当
日

先
着
順
）

【
十
五
周
年
記
念
展
示
】

花
園
図
書
館
が
開
館
し
た

当
時
の
写
真
や
、
過
去
十
五

年
間
に
話
題
と
な
っ
た
本
を

展
示
し
ま
す
。

◇
と
き

１
月
５
日

日

午
前

時

午
後

５
時
（
水
・
木
曜
日
は
午
後

７
時
ま
で
）

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

花

園
図
書
館

０
７
２
（
９

６
５
）
７
７
０
０
、
０
７
２

（
９
６
５
）
９
２
１
２

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、

氷
が
溶
け
始
め
た
北
極
に
生

ま
れ
た
白
く
ま
の
ナ
ヌ
ー
が

力
強
く
生
き
抜
い
て
い
く

北
極
の
ナ
ヌ
ー

を
上
映
。

オ
シ
ャ
レ
魔
女
ラ
ブ

ベ
リ
ー

甲
虫
王
者

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。◇

内
容

北
極
の
ナ
ヌ

ー

オ
シ
ャ
レ
魔
女
ラ
ブ

ベ
リ
ー

し
あ
わ
せ

の
ま
ほ
う

甲
虫
王
者

ム
シ
キ
ン
グ

ス
ー
パ
ー
バ

ト
ル
ム
ー
ビ
ー

◇
入
場
料

一
般
前
売
券

四
百
円
（
当
日
五
百
円
）

※
全
席
自
由
席
。
前
売
券

は
、
市
民
会
館
、

施
設
利

用
サ
ー
ビ
ス
協
会
（
旭
町
分

庁
舎
）
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
一

般
前
売
券
の
み
。

コ
ー
ド

５
５
３

３
９
７
）
で
、
１

月
７
日

か
ら
発
売
。

◇
問
合
先

市
民
会
館

０
６
（
６
７
２
２
）
９
０

０
１
、

０
６（
６
７
２
２
）

９
０
０
７

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（ ） 平成 年 月 日 第 号 （ ）

世
界
に
と
ど
け
よ
う

み
ん
な
の
笑
顔

小
学
校
五
年
生（
人
権
作
品
集
）

世
界
に
と
ど
け
よ
う

み
ん
な
の
笑
顔

小
学
校
五
年
生（
人
権
作
品
集
）

鴻池子育て支援センター

【よちよちタイム】
とき １月 日 午前９時 分
時 分 日 午後２時 ４

時 対象 ２歳未満のよちよち歩きの
乳幼児とその保護者 ※申込不要。
【離乳食を作ろう】
とき １月 日 午前９時 分
時 分 対象・定員 ５ か月の
乳児とその保護者・６組（申込先着順）
※材料費が必要。 申込方法 １月８
日 午前 時 分 午後５時に電話で

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 鴻池子育
て支援センター （ ） 、
（ ）

荒本子育て支援センター

【おでかけあいあい広場】
作って遊ぼう とき １月 日

午前 時 時 ところ やまなみプ
ラザ（四条） 申込方法 １月 日
午前 時 分から電話で

【リフレッシュ講座】
布ぞうりを作ります（保育あり）。
とき １月 日 午前 時 時
分 ところ 荒本子育て支援センター
対象・定員 ２歳以上の幼児とその保
護者・ 組（抽選） 申込方法 １月
日 午後１時 分 日 午後５時
に電話で
【イヤイヤ期の付き合い方講座】
とき ２月８日 午前 時

時 分 午後１時 分 ３時 とこ
ろ 荒本子育て支援センター 対象・
定員 １歳６か月 ３歳未満の幼児と
その保護者・各 組（抽選） 申込方
法 １月 日 午後１時 分 日
午後５時に電話で

◇ ◇
■申込・問合先 荒本子育て支援セ

ンター （ ） 、 （ ）

長瀬子育て支援センター

【親子で遊ぼう】
リズム遊びと製作をします。 とき

１月 日 午前 時 時 対象・
定員 ３歳以上の幼児とその保護者・
組（申込先着順） 申込方法 １月
日 午前 時から電話で
【親子クッキング】
とき １月 日 午前 時 時
分 対象・定員 ２歳６か月以上の

幼児とその保護者・ 組（申込先着順）
※材料費が必要。 申込方法 １月
日 午前 時から電話で

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 長瀬子育

て支援センター （ ） 、
（ ）

大 ・金岡・友井保育所

【みんなであ・そ・ぼ】
手作りの凧をあげてみませんか。

とき １月 日 午前 時 時
分 ところ 太平寺公民分館 対象
１歳以上の乳幼児とその保護者
■問合先 大 保育所 （ ）

金岡保育所 （ ）
友井保育所 （ ） 長
瀬子育て支援センター （ ）

石切保育所

【ハイハイ赤ちゃんよっといで】
親子ふれあい遊びとなんでも相談を

行います。 とき １月 日 午前
時 分 時 分 ところ 日新高
等学校 対象・定員 ０歳児とその保
護者・ 組（申込先着順） 申込方法
１月７日 午前 時から電話で
■申込・問合先 石切保育所

（ ） 、 （ ）

ム
シ
キ
ン
グ

も
同
時
上
映

し
ま
す
。

◇
と
き

２
月

日

午
後
１
時
か
ら
（
開
場
は
三

十
分
前
）

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
市

民
ホ
ー
ル

的な考えと市政運営について的な考えと市政運営について

の所信を表明しました。の所信を表明しました。

あらましは次のとおりです。あらましは次のとおりです。

たこ



おめでとう成人祭

とき １月 日 午前 時 正午
ところ 東大阪アリーナ ※車での来場
はご遠慮ください。 対象 昭和 年
（ 年）４月２日 昭和 年（ 年）
４月１日に生まれた方 ※平成 年 月
日現在、市内に住民登録または外国人

登録している方。 ※案内状（ 月に発
送）に同封の記念品引換券を持参してく
ださい。
■問合先 青少年スポーツ室

（ ） 、 （ ）

地域協働いきいきネット
大阪フォーラム 東大阪

地域活動に取り組む団体の事例紹介や
交流を行います。 とき ２月 日
午後１時 分 ４時 分 ところ 府立
中央図書館 内容 事例紹介 河内木
綿コットンクラブ、楠根リージョンセン
ター企画運営委員会、意岐部東小学校、
食品容器環境美化協会 展示と事例
説明 舞踊 上方舞山村流 山村若峯
董芳恵 定員 人（申込先着順）
申込方法 市政情報コーナーにある申込
用紙に必要事項を書いて、１月 日 ま
でにファクスで ※申込用紙は大阪府八
尾土木事務所にもあります。
■申込・問合先 大阪府都市整備部総

合調整グループ （ ） 、
（ ）

ふれあい夢フェスティバル

世代や障害の壁を越え、みんなで楽し
く自由に交流します。 とき １月 日
午後１時 ３時 ところ 総合福祉

センター 内容 琉球おどり、ビンゴゲ
ームなど 対象 市内在住の方
■問合先 市民福祉活動センター

（ ） 、 （ ）

子ども文化劇場 人形劇

人形劇団 京芸 による公演 火曜日
のごちそうはひきがえる を開催します。
とき ２月３日 午後２時 分から
費用 前売券 円、当日券 円 ※電
話予約可。
■ところ・問合先 ドリーム

（ ） 、 （ ）

新春を告げる

消防出初式を開催

市民の 安全と安心 を守る消防局と
消防団が、平成 年消防出初式を開催し
ます。人員約 人、消防車両 台、
ヘリコプターが出動し、救助訓練や一斉
放水などを行います。 とき １月 日
午前 時から ところ 吉田春日公

園 ※駐車場はありません。
■問合先 消防局予防広報課

（ ） 、 （ ）

やまなみコンサート

とき １月 日 午後２時から 内
容 松浦梨沙さん（バイオリン）、松浦
亜季さん（ピアノ）によるバイオリン・
ソナタ第５番 スプリング など 定員
人（当日先着順）
■ところ・問合先 やまなみプラザ

（四条） （ ） 、 （ ）

映画 不都合な真実 上映会

東大阪市を緑にする市民の会 創立
周年を記念して、地球温暖化問題につ

いて考えるドキュメンタリー映画 不都
合な真実 を上映します。 とき １月
日 午後１時から（開場は 分前）
ところ 市民会館市民ホール ※駐車場
はありません。
■問合先 みどり対策課 （ ）
、 （ ）

親子で登ろう会

葛城山に登ります。 とき ２月３日
（雨天中止） ☆近鉄 布施駅 南改
札口に午前８時 分集合、午後６時ごろ
解散 定員 組 人（抽選） 費用
円 ※交通費は自己負担で、弁当、

水筒、雨具、アイゼンを持参。 申込方
法 往復ハガキに行事名、住所、親子の
氏名・年齢、電話番号を書いて、１月
日 （必着）までに郵送
■申込・問合先 〒 ・ 近江堂

３ はすの広場（近江堂）
（ ） 、 （ ）

郷土博物館企画展示

手仕事の時代

人の力で動く道具によって、明治から
昭和の人々がしていた手仕事の様子を見
ていきます。 とき １月８日 ３月
２日 午前９時 分 午後４時 分
（月曜日と祝日の翌日は休館） 展示資
料 さおばかり、そろばん、ふみ車など
約 点
【体験イベント】
とき・内容 ２月３日 わらぞう
りをつくろう 日 ミニチュア民
具をつくろう ☆いずれも午前 時 午
後３時 対象・定員 小学校５年生以上
・各 人（申込先着順） 申込方法 １
月８日 午前９時から電話で

◇ ◇
入場料 一般 円、高校 大学生 円、
小・中学生 円
■ところ・申込・問合先 郷土博物館
（ ） 、 （ ）

中学生ラグビーフットボール大会

熱戦を観戦しませんか。とき １回
戦 １月 日 ２回戦 日
準決勝 ２月９日 決勝 日
☆いずれも午前 時からで、２月 日の
み午前 時から ※開会式は初日の午前
時から、閉会式は決勝戦終了後に行い

ます。 ところ トライスタジアム（花
園中央公園多目的球技広場）
■問合先 青少年スポーツ室

（ ） 、 （ ）

【新春ゆとりーと寄席】
とき １月 日 午後６時 分か
ら 内容 落語 徳兵衛炬燵 ほか、
笑福亭鶴志さんとの交流会（立食形式）
定員 人（当日先着順） 費用
円（交流会は別途 円が必要） ※
申込不要。
【ゆとりーと囲碁・将棋大会】
とき・講師 囲碁 ２月２日

・行松靖さん（７段）、見矢明さん（６
段） 将棋 ３日 ・沖元二さん（６
段）、高沢正行さん（５段） ☆いず
れも午前９時 午後５時 定員 各
人（申込先着順） 費用 大人

円、高校生以下 円（昼食付
き） 申込方法 １月 日 までに電
話またはファクスで
【ゆとりーと教養講座 日本書紀を
読み解く】
とき １月 日 、２月 日 、

日 、３月 日 午後６時 分 ８
時（計４日間） 講師 東大阪文化財
を学ぶ会 伊ヶ崎淑彦さん 定員
人（抽選） 費用 円 申込方
法 １月 日 までに電話で

◇ ◇
■ところ 申込 問合先 ユトリート
東大阪 （ ） 、 （ ）
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子どもたちに夢と感動を届けたいと
いう思いから、市内を中心にミュージ
カルや人形劇の制作・公演活動を行っ
ています。
最近では、金岡公園で野菜の人形劇

を開催。子どもたちが野菜好きになれ
るようなお話で、保護者からも好評で
した。
市民福祉活動センターにボランティ

ア登録し、ホームページでも活動を紹
介するなど、広く公演依頼を受け付け
ています。
サークル名 はイタリア語
で みんないっしょに という意味で、

今後もメンバーみんなで子どもたちに
夢を与え続けたいと考えています。
■問合先 まちづくり支援課

（ ） 、 （ ）

サークル
ト ゥ ッ テ イ

地域まちづくり活動助成金交付団体

広告 広告



きものリフォーム教室

エプロンを作ります。 とき ２月
日 午前 時 午後３時 対象・定員
市内在住、在勤、在学の方・ 人（抽選）
費用 円（１着分のきもの地を持参
の場合は無料） 申込方法 往復ハガキ
に講座名、住所、氏名（ふりがなも）、年
齢、電話番号、きもの地の有無を書いて、
１月 日 （必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒

高井田元町１ 青少年女性センタ
ー （ ） 、 （ ）

新規登録者講習会
東大阪アリーナトレーニングルーム

とき １月 日 午後３時 分 ５
時 分 内容 機械器具の使い方やトレ
ーニングの注意点 対象・定員 歳以
上の方・ 人（抽選） ※登録料（ 円）
が必要。室内シューズ、トレーニングウ
ェアを持参。 申込方法 往復ハガキ（１
人１枚）に講習名、住所、氏名、年齢、
性別、電話番号を書いて、１月 日 （消
印有効）までに郵送
■ところ 申込 問合先 〒 ・

中小阪４ ７ 東大阪アリーナ
（ ） 、 （ ）

ファミリー・サポート・センター

援助会員養成講座

会員同士で子育て支援を行うファミリ
ー・サポート制度の援助会員になりませ
んか。 とき １月 日 午後１時
４時 分 ところ 総合福祉センター
内容 事業概要の説明、子どもの健康と
発達、現在の子育て環境と求められる支
援 対象・定員 市内や近隣在住で子育
て支援に興味・関心があり、自宅で子ど
もを預かることができる 歳から 歳ま
での健康な方・ 人（申込先着順） 申込
方法 住所、氏名、年齢、電話番号を１
月 日 までに電話またはファクスで
■申込・問合先 ファミリー・サポー

ト・センター （ ） 、
（ ）

視覚障害者外出介助

ボランティア養成講座

とき １月 日 、 日 午前９時
分 午後３時 分（計２日間） ところ
総合福祉センター 内容 講義 視覚に
障害のある方の理解と接し方のマナー 、
実践 ガイドの仕方 対象・定員 市
内在住、在勤の方・ 人（申込先着順）
費用 円 申込方法 住所、氏名、
電話・ファクス番号を、１月７日 から
電話またはファクスで
■申込・問合先 市民福祉活動センタ
ー （ ） 、 （ ）

生駒山の冬鳥観察

とき ２月３日 ☆グリーンガーデ
ンひらおかに午前９時集合 講師 東大
阪野鳥の会 岩本昭広さん 定員 人
（抽選） 費用 円 申込方法 １月
日 までに電話またはファクスで
■申込・問合先 グリーンガーデンひ
らおか （ ） 、 （ ）

農の講習会

貸し農園の利用者に 春まき野菜の栽
培と病害虫防除 をテーマに講習会を行
います。 とき・ところ ２月 日
はすの広場（近江堂） 日 文化
会館第３会議室 ☆いずれも午後２時
４時 ※手話通訳あり。 定員 各 人
申込方法 往復ハガキに住所・氏名（返
信用にも）、利用農園名、希望日、当日
してみたい質問、手話通訳の有無を書い
て、２月１日 （必着）までに郵送
■申込・問合先 〒 ・ 市役所

農政課 （ ） 、 （ ）

スポーツエリア花園クラブ
キッズテニス・ラグビー・サッカー教室

【キッズテニススクール】
とき １月 日 、 日 、 日 、
２月１日 午後３時 分 ５時（計４
日間） 対象 来年度小学校に進学する
５歳児 小学校３年生
【ラグビースクール】
とき ２月２日 、 日 、 日 、
３月１日 、９日 、 日 ほか２日
午後２時 ３時 分（計８日間） ☆３月
９日は午前 時 時 分 ※年齢不問。
【サッカー教室】
とき ２月 日 、３月４日 、 日
ほか１日 午後３時 分 ５時（計４

日間） 対象 来年度小学校に進学する
５歳児 小学校６年生

◇ ◇
ところ 花園ラグビー場および花園中
央公園 費用 年会費 円、会費
円（すべて受講可。サッカーのみは
円） 申込方法 氏名、学年、年齢、電
話番号を電話または メール（携帯電話
も可。件名を 第３クール と記入）
で
■申込・問合先 スポーツエリア花

園クラブ クラブハウス（ラグビー場南
側） （ ） （ 月 日 を除く
月曜日の午前 時 午後１時、金曜日の
午後１時 ３時 分）、 メール

＠ クラブマネージ
ャー 梶田 （ ）
■問合先 青少年スポーツ室

（ ） 、 （ ）

近鉄花園ラグビー場の近くの吉田２
にある春日神社では、極彩色が残る本
殿が市の文化財に指定されています。

享保５年（ 年）に建立の本殿は、
桧皮葺の建物２棟を渡り廊下でつなぐ
など全国的にもめずらしい建築で、地
元河内の宮大工の非凡さを感じること
ができる建造物です。
また、社殿には巨大なラグビーボー
ル型絵馬が奉納されていることから
ラグビー神社 としても知られてい
ます。毎年たくさんのラガーマンが訪
れ、必勝を祈願しています。
■問合先 文化財課 （ ）
、 （ ）

学校園保健研究大会

とき １月 日 正午 午後４時
ところ 市民会館市民ホール 内容
講演 子どもたちの生活習慣とメタボリ
ック症候群 奈良教育大学教授 中谷
昭さん 研究発表 たのしさいっぱ
い！げんきいっぱい！ 成和幼稚園の
全園児・職員、 デンタル・タイムトラ
ベル 三ノ瀬小学校児童保健委員会、
ユビキタス 携帯電話の利害 なぜに
学校では百害！！？ 石切中学校生徒保
健委員会 歯科コーナー 歯科衛生士
による口臭測定・だ液緩衝検査（先着
人）、歯科相談、パネル展示など 保
健所コーナー あなたのメタボ度をチ
ェック 、 女性のがんを防ごう な
ど 子どもたちの健康に関する作品展
示（ロビー） ※キキョウの宿根を配布。
■問合先 教職員課 （ ） 、
（ ）

リズム健康体操講座

とき ２月１日 、８日 、 日 、
日 午後１時 分 ３時（計４日間）
講師 市リズム体操協会 深本幸枝さん
定員 人（抽選） 申込方法 往復ハガ
キに講座名、住所、氏名（ふりがなも）、
年齢、性別、電話番号を書いて、１月
日 （必着）までに郵送
■ところ 申込 問合先 〒 ・

長堂１ 社会教育センター
（ ） 、 （ ）

新春文化講演会

とき １月 日 午後１時 分から
内容 楠木正誉さん（楠木正成の末孫）
の講演 南北朝の動乱 帝・悪党の正
義 、勇勢師子王太鼓の演奏 定員
人（当日先着順）
■ところ・問合先 はすの広場（近江

堂） （ ） 、 （ ）

上方地歌を楽しむ集中講座

琴や三味線の伴奏で上方地歌を歌いま
しょう。 とき ２月２日 ４日
午後１時 ３時（計３日間） 対象・定員
小学校４年生から大人・ 人（抽選） 費
用 円 申込方法 往復ハガキに
教室名、住所、氏名、年齢、電話番号を
書いて、１月 日 （必着）までに郵送
■ところ 申込 問合先 〒 ・

南四条町１ ７ やまなみプラザ（四条）
（ ） 、 （ ）

覆屋の中の本殿
幅 を超える巨大な絵馬

ひわ だ ぶき

おおいや
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歴史講演会

とき １月 日 午後１時 分 ４
時 分 内容・講師 河内寺廃寺跡の
調査成果 市職員、 生駒山西麓の古
代寺院と河内寺 近畿大学教授 大脇
潔さん 定員 人（当日先着順）
■ところ・問合先 埋蔵文化財センタ

ー （ ） 、 （ ）

高齢者サービスセンターの教室

【健康体操 トレーニング教室】
とき・内容・定員 １月 日 、

日 健康体操教室（簡単なストレッチ、
後半 分はサポーターによる指導）・各
人 １月 日 トレーニング教室
（筋力トレーニングなど）・ 人 ☆い
ずれも午後１時 分 ３時 ※申込先着
順で重複申込不可。
【手作り作品教室】
携帯電話用ケースを作ります。 とき
１月 日 、 日 午後１時 分 ３
時 分 定員 各 人（抽選） 費用
円 申込期限 １月 日 ※重複

申込不可。
◇ ◇

対象 市内在住の 歳以上の方 申込
方法 １月７日 から電話または直接
（ファクスは不可）
■ところ・申込・問合先 高齢者サー
ビスセンター （ ） 、
（ ）

高齢者地域ケア会議

認知症とともに生きる

認知症の人もそばにいる人も笑顔で暮
らせるよう、早めに支援を活用するなど
私たちにできることを考えます。
認知症になっても、安心して暮らして

いけるまちづくりのために、一人でも多
くの方の参加をお待ちしています。 と
き １月 日 午後６時 分 ８時
分 ところ 市民会館市民ホール 内容
パネルディスカッション 認知症ととも
に生きる 支えるためにできること
大阪市社会福祉研修・情報センタースー
パーバイザー 沖田裕子さんほか 定員

人（当日先着順） ※手話通訳あり。
■問合先 基幹型地域包括支援センタ

ー 角田 （ ） 、 （ ）
荒川 （ ） 、

（ ）

健康料理教室

【くすのきプラザ（若江岩田駅前）】
とき ２月２日 午前 時 分 午
後１時 分 内容 調理実習 魚きのこ
ソースかけ、春巻きチョコパイ 定員
人（抽選） 費用 円 申込方

法 ハガキに教室名、住所、氏名、電話
番号を書いて、１月 日 （必着）まで
に郵送
■ところ・申込・問合先 〒

岩田町４ ３ くすのきプラザ
（ ） （ 兼用）
【グリーンパル（中鴻池）】
とき ２月３日 午前 時 分 午
後１時 分 内容 河内野菜の若ごぼう
を使って 対象・定員 市内在住、在勤
の方・ 人（抽選） 費用 円
申込方法 往復ハガキに教室名、住所、
氏名、年齢、電話番号を書いて、１月
日 （必着）までに郵送 ※駐車場は利
用できません。
■ところ・申込・問合先 〒

中鴻池町２ ３ グリーンパル
（ ） 、 （ ）

看護師（社会福祉事業団職員）

対象・募集人数 昭和 年４月２日以
降生まれで、看護師の資格がある方・１
人 応募方法 １月８日 日 午前
９時 午後５時に直接（土・日曜日、祝
日を除く）
■応募・問合先 社会福祉事業団

（ ） 、 （ ）

生きがい教室会員

とき 平成 年４月１日 平成 年３
月 日（陶芸は平成 年３月 日まで）
内容 講師付きクラブ 華道、詩吟、
美術、社交ダンス、民謡、民謡踊り、書
道、編物手芸、茶道、陶芸、はり絵
自由クラブ 謡曲、カラオケ、篆刻、卓球
対象 市内在住の 歳以上の方 申込方
法 申込書に必要事項を書いて、１月
日 日 に本人が直接（電話、ファ
クスは不可） ※申込多数の場合抽選。
■ところ・申込書配布・申込・問合先

高齢者サービスセンター （ ） 、
（ ）

アルバイト・パート保育士
アルバイト調理員

市立保育所でいっしょに働きません
か。 対象 原則として 歳未満で、保
育士については保育士登録証がある方
勤務時間 アルバイト保育士・調理員
午前８時 分 午後５時 分 パー
ト保育士 朝または夕方２時間程度 応
募期限 ２月 日
■応募・問合先 保育課 （ ）
、 （ ）

産休の代替員

内容 健康相談および事務 対象・募
集人数 保健師または看護師の資格があ
る方・１人
■応募・問合先 健康づくり課

（ ） 、 （ ）

福祉農園利用者

歳以上の方や障害のある方に、土に
親しみながら農作物を収穫する喜びを知
ってもらうため、福祉農園の利用者を募
集します。 利用期間 ２月 日 平成
年８月 日 募集農園 吉田下島（吉
田下島 ） ※年 円程度の園芸ク
ラブ会費が必要。 募集区画 区画（抽
選） 申込方法 歳以上の方（平成
年２月 日現在）は健康保険証など年齢
の確認できるもの、障害者（児）は身体障
害者手帳など障害を証明できるものを持
って、１月 日 日 に直接 ※申
込みは１世帯につき１区画。 ※受付期
間以外の申込みや郵送・ファクスでの申
込みは不可。なお、申込状況の問合せに
は答えられません。
■申込・問合先 中福祉事務所福祉係
（ ） 、 （ ）

司法書士による無料相談

とき １月 日 午後２時 ４時
内容 相続・売買・贈与などの登記や供
託、訴訟、調停などの裁判手続き 定員
８人（当日先着順）
■ところ・問合先 市政情報相談課
（ ） 、 （ ）

１級建築士による相談

とき １月 日 午後１時 ４時
（予約不要） ところ 市役所１階相談
室 内容 建替え、耐震、アスベスト、
リフォーム、シックハウス、欠陥住宅な
ど ※住宅の耐震診断補助申込みの受付
もしています。
■問合先 指導監察課 （ ）
、 （ ） 大阪建築

士事務所協会第２支部 （ ）

特設人権相談

とき・ところ １月 日 総合福
祉センター 日 夢広場（布施駅
前） ☆いずれも午後２時 ４時
■問合先 社会福祉協議会内人権擁護

委員会 （ ） 、 （ ）

司法書士による

日曜無料法律相談

とき ２月３日 午前 時 分 午
後３時 分 ところ 夢広場（布施駅前）
内容 登記、裁判手続き、相続など
■問合先 大阪司法書士会 （ ）
、 （ ）

市
し

では、多
た

様
よう

な民
みん

族
ぞく

と文
ぶん

化
か

がともに

生
い

きるまちづくりをめざして、各
かく

種
しゅ

の

施
し

策
さく

を実
じっ

施
し

していくにあたり、意
い

見
けん

を

求
もと

める機
き

関
かん

として、東
ひが

大
しお

阪
おさ

市
かし

外
がい

国
こく

籍
せき

住
じゅう

民
みん

施
し

策
さく

懇
こん

話
わ

会
かい

を設
せっ

置
ち

しています。

本
ほん

市
し

在
ざい

住
じゅ

の
う

外
がい

国
こく

籍
せき

住
じゅう

民
みん

から、公
こう

募
ぼ

委
い

員
いん

６人
にん

を募
ぼ

集
しゅ

し
う

ます。

暮
く

らしや生
せい

活
かつ

など身
み

近
ぢか

な問
もん

題
だい

につい

て話
はな

し合
あ

い、だれもが住
す

みやすい東
ひがし

大
おお

阪
さか

をつくるためのアイデアを出
だ

し合
あ

いませんか。

応
おう

募
ぼ

用
よう

紙
し

の請
せい

求
きゅう

方
ほう

法
ほう

住
じゅ

所
うし

、
ょ

氏
し

名
めい

、

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

を電
でん

話
わ

、ファクスまたは メ

ールで

※応
おう

募
ぼ

用
よう

紙
し

は市
し

ホームページからダ

ウンロードもできます。応
おう

募
ぼ

の締
しめ

切
きり

は、

１月
がつ

日
にちもく

（必
ひっ

着
ちゃ

）
く

です。

■応
おう

募
ぼ

用
よう

紙
し

配
はい

布
ふ

・応
おう

募
ぼ

・問
とい

合
あわせ

先
さき

文
ぶん

化
か

国
こく

際
さい

課
か

（ ） 、

（ ） 、 メール ＠

ま な ぶ の 続 きま な ぶ の 続 き

市民税・府民税第４期分の納期限は、１月 日 です。納期限までに、市税取
扱金融機関または郵便局で納めてください。
口座振替利用の方は、振替不能にならないように残高を確認してください。
■問合先 納税課 郵便番号が の方 （ ） １ 郵便番号が

の方 （ ） 郵便番号が の方 （ ） 、 （ ）

納期限は１月 日 市民税・府民税第４期分

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

てん

広告



平
成
７
年
１
月

日
午
前
５
時

分
、
最
大
震
度

七
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら

年

そ
の
と
き
感
じ
た
地
震
の
恐
ろ

し
さ
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

１
月

日
か
ら

日
ま
で
は
、

防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
週
間

で
す
。
震
災
の
被
害
を
教
訓
に
防
災

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
巨
大
地
震
に

ど
う
備
え
ま
す
か

今
後
三
十
年
以
内
に
五
〇

以
上
の
確
率
で

東
南
海
・
南

海
地
震

が
起
き
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
被
害
は
関
東
か

ら
九
州
の
広
範
囲
に
わ
た
り
、

死
者
約
二
万
人
に
の
ぼ
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

死
者
の
八
割
以
上
が
建
物
や
家

具
の
倒
壊
に
よ
り
亡
く
な
り
ま

し
た
。

家
具
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
、

字
型
金
具
な
ど
を
使
っ
て
固

定
し
て
お
き
、
上
に
置
い
て
い

る
も
の
が
落
ち
て
こ
な
い
よ

う
、
配
置
に
も
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
ガ
ラ
ス
に
は
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら

近
く
の
避
難
所
へ

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
避

難
所
は
市
立
小
・
中
学
校
で

す
。
危
険
を
感
じ
た
ら
近
く
の

小
・
中
学
校
へ
避
難
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
道
が
通
れ
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
二

か
所
の
避
難
所
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

多
く
の
命
を
救
っ
た

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
六
千

人
を
超
え
る
尊
い
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
が
、
地
域
の
人
や
周
り

の
人
た
ち
の
助
け
合
い
に
よ
っ

て
多
く
の
命
が
救
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
と
き
の
教
訓
と
し
て
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う

自
助

、
そ
し
て
救
助
や
被

災
後
の
生
活
で
人
と
人
が
助
け

合
う

共
助

の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

心のふれあいと安らぎをお届けします
（入場無料）。 とき １月 日 午後３
時 ４時 ところ イコーラム（男女共
同参画センター） 内容 市合唱連盟に
よる 千の風になって ジュピター など
※防災パネルや備蓄物資展もあります。
【阪神・淡路大震災の写真パネル展示】
防災とボランティア週間中は市役所１

階ロビーで写真パネル展示をします。

水
道
料
金
、
下
水
道
使
用

料
、
し
尿
処
理
手
数
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
で
、
減
免

基
準
に
あ
て
は
ま
る
方
に
、

平
成

年
度
の
納
付
額
の
一

部
を
減
免
し
ま
す
。

申
請
や
相
談
は
、
表

の

と
お
り
の
日
程
で
す
。
な
お

平
成

年
度
か
ら
生
活
保
護

世
帯
へ
の
減
免
を
廃
止
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
対
象

所
得
基
準
額

（
表

）
以
下
の
世
帯

◇
減
免
額

水
道
料
金

基
本
料
金
の
半
額

下

水
道
使
用
料

基
本
料
金

し
尿
処
理
手
数
料

普
通

便
槽
の
手
数
料
の
八
割

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る

各
料
金
の
領
収
書
（
水
量

の
お
知
ら
せ
で
も
可
）

印
鑑

※
平
成

年
１
月
２
日

以
降
に
東
大
阪
市
に
転
入

し
た
方
は
、
平
成

年
度

の
所
得
証
明
書
が
必
要
。

◇
問
合
先

水
道
料

金

水
道
総
務
部
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
室

０
６（
６
７

２
４
）１
２
２
１
、
０
６

（
６
７
２
１
）
２
３
７
４

下
水
道
使
用
料

下
水

道
部
業
務
課

０
６（
４
３

０
９
）３
２
５
１
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
７

し
尿
処
理
手
数
料

環

境
整
備
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
２
０
２
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
７

表 所得基準額

世帯人員
平成 年中の世帯全員の
総所得金額の合計

１人 万円

２人 万円

３人 万円

世帯人員
平成 年中の世帯全員の
総所得金額の合計

※１人増すごとに 万円加算。

表 受付場所・日程

と き と こ ろ

１月 日 ももの広場（楠根）

日 、 日 くすのきプラザ（若江岩田駅前）

日 、 日 東体育館

日 、 日 市民会館大集会室

と き と こ ろ

東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

一人ひとりの防災意識が地域全体一人ひとりの防災意識が地域全体
の防災力につながりますの防災力につながります

☆いずれも午前 時 午後３時

【住宅・建築物耐震改修促進計画】
市では、 東大阪市住宅・建築物耐震改修促進計画

の策定を進めています。計画では、耐震化の目標設定
や耐震診断および耐震改修を促進するための具体的な
施策・相談体制などの環境整備について必要な事項を
定めます。
このほど、検討項目をまとめた素案ができましたの

で意見を募集します。計画案は、１月７日 から指導
監察課、市政情報相談課（土・日曜日、祝日を除く午
前９時 午後５時 分）、市ホームページの パブリッ
クコメント（意見募集）手続き でご覧になれます。
【交通安全計画】
人命尊重の理念のもと、 安全で住みよいまちづく

り を基本に、交通事故根絶の究極目標をめざし、近
年の経済社会情勢の変化、車社会の進展を踏まえ交通
事故の実態に対応した 東大阪市交通安全計画（第８
次） の策定を考えています。
このほど、計画の素案ができましたので意見を募集

します。計画案は、１月７日 から交通対策室、市政
情報相談課（土・日曜日、祝日を除く午前９時 午後
５時 分）、市ホームページの パブリックコメント（意
見募集）手続き でご覧になれます。

◇ ◇
募集期間 １月７日 日 （必着） 意見を提出
できる方 市内在住、在勤、在学の方、または市内に
事業所がある事業者・法人・その他団体 意見の提出
方法 住所、氏名（団体は名称・所在地・代表者名）、
電話番号を書いて郵送（ファクス、 メール、閲覧場
所への直接持参も可） ※書式は問いませんが、閲覧
場所に意見書のひな形を用意しています。
■意見提出・問合先 住宅・建築物耐震改修促進

計画 〒 ・ 市役所指導監察課 （ ） 、
（ ） 、 メール ＠

交通安全計画 〒 ・ 市役
所交通対策室 （ ） 、 （ ） 、 メ
ール ＠

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

地
域
が
主
体
と
な
っ
た
防
災
活

動
を
行
い
、
防
災
力
を
高
め
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の

と
き
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
の

が

自
主
防
災
組
織

で
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
で

災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
な

ど
を
日
ご
ろ
か
ら
行
い
、
災
害

時
は
被
害
情
報
な
ど
の
収
集
伝

達
、
救
出
救
護
、
給
食
給
水
活

動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
全
校
区
で
自
主

防
災
組
織
の
結
成
が
達
成
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
市
と
自
主
防

災
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
、
防

災
の
強
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

◇

◇

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
は
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が

重
要
で
す
。

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週

間

を
き
っ
か
け
に
災
害
へ
の

備
え
を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◇
緊
急
連
絡
先
・
問
合
先

危
機
管
理
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
３
０
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
０

※
休
日
・
夜
間
は
宿
直
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
３
３
０


